
医
療
介
護
の
横
連
携
大
切

地
域
で
生
活
習
慣
病
予
防

ＮＷ協研修会
三木氏が講演

　
Ｎ
Ｐ
О
法
人
「
北
海
道
医

療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議

会
」（
理
事
長
・
宝
金
清
博

北
大
総
長
）
は
、
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｖ

Ｄ
（
動
脈
硬
化
性
疾
患
）
予

防
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
多
職
種

連
携
の
強
化
研
修
会
を
札
幌

市
で
開
催
し
た
。
み
き
フ
ァ

ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク（
東
区
）

の
三
木
敏
嗣
院
長
が
講
演
、

札
医
東
区
支
部
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
、
生
活
習
慣
病
の

早
期
介
入
か
ら
各
ス
テ
ー
ジ

に
応
じ
た
連
続
性
が
あ
る
シ

ス
テ
ム
を
地
域
で
構
築
す
る

必
要
性
を
訴
え
た
。

　
同
協
議
会
は
「
あ
ん
し
ん

連
携
ノ
ー
ト
」
な
ど
の
地
域

連
携
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス
を

活
用
し
、
切
れ
目
な
い
医
療

提
供
体
制
を
構
築
す
る
活
動

を
行
っ
て
い
る
。
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｖ

Ｄ
予
防
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

23
年
度
の
重
点
事
業
の
一
つ

で
、
患
者
個
々
に
異
な
る
Ａ

Ｓ
Ｃ
Ｖ
Ｄ
危
険
因
子
の
管
理

目
標
値
達
成
率
の
向
上
へ
向

け
て
、
薬
剤
師
を
含
む
医
療

者
と
患
者
が
目
標
を
共
有
す

る
ツ
ー
ル
と
し
て
同
法
人
の

「
あ
ん
し
ん
お
薬
手
帳
」
を

生
活
習
慣
病
予
防
に
お
い
て
地
域
で
情
報
共
有
す
る

大
切
さ
と
、
あ
ん
し
ん
お
薬
手
帳
の
有
用
性
を
訴
え

た
三
木
敏
嗣
氏

活
用
し
、
ア
プ
リ
版
開
発
も

目
指
し
て
い
る
。

　
こ
の
日
の
研
修
会
は
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
の
観
点
か
ら
医
療
連

携
を
学
ぶ
た
め
、
東
区
で
内

科
・
小
児
科
の
診
療
所
を
運

営
す
る
三
木
氏
が
「
さ
っ
ぽ

ろ
北
部
地
域
の
生
活
習
慣
病

に
対
す
る
予
防
の
周
知
と
そ

の
後
の
対
応
に
つ
い
て
」
と

題
し
て
講
演
。
ま
ず
札
幌
市

国
保
保
健
事
業
プ
ラ
ン
（
18

〜
23
年
度
）
を
参
照
し
、「
健

診
結
果
か
ら
受
診
の
必
要
な

人
が
治
療
に
つ
な
が
っ
て
い

な
い
」
の
が
課
題
だ
と
強
調

し
た
。

　
ま
た
、
地
域
で
健
康
寿
命

を
延
伸
す
る
た
め
の
取
り
組

み
に
当
た
っ
て
は
、
ガ
ラ
ス

拭
き
に
例
え
て
「
行
政
の
施

策
は
縦
の
み
で
あ
り
、
地
域

の
医
療
介
護
従
事
者
の
横
連

携
が
大
切
」
と
指
摘
。
東
区

と
の
話
し
合
い
で
、
歩
行
、

減
塩
、
健
診
（
検
診
）
受
診

を
促
す
「
東
区
ま
る
ご
と
健

活
宣
言
」
を
２
年
が
か
り
で

つ
く
り
上
げ
た
と
い
う
。

　
同
支
部
が
目
指
す
医
療
体

制
は
「
地
域
を
一
つ
の
大
き

な
病
院
と
し
て
機
能
さ
せ
た

い
。
病
院
と
か
か
り
つ
け
医

の
２
人
主
治
医
、
さ
ら
に
訪

問
診
療
医
と
の
３
人
主
治
医

を
推
進
す
る
。
ア
ド
バ
イ
ス

ケ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
Ａ
Ｃ

Ｐ
）
を
進
め
る
に
は
、
丁
寧

に
診
て
、
情
報
共
有
す
る
こ

と
も
大
事
」
と
指
摘
し
た
。

　
同
支
部
と
連
携
す
る
東
区

医
療
介
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協

議
会
で
は
、
患
者
や
医
療
従

事
者
も
一
目
で
検
査
値
が
分

か
る「
糖
尿
病
シ
ー
ル
」「
Ｃ

Ｋ
Ｄ
お
守
り
シ
ー
ル
」「
骨

粗
鬆
症
シ
ー
ル
」を
つ
く
り
、

お
薬
手
帳
に
貼
っ
て
か
か
り

つ
け
医
と
病
院
専
門
医
が
情

報
共
有
に
活
用
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
患
者
と
医
療
従

事
者
が
治
療
目
標
を
共
有
す

る
た
め
、
同
協
議
会
が
発
行

す
る「
あ
ん
し
ん
お
薬
手
帳
」

を
活
用
し
て
い
る
こ
と
も
紹

介
。「
糖
尿
病
連
携
手
帳
と

同
じ
大
き
さ
で
、
一
緒
に
持

ち
運
べ
る
。
処
方
内
容
や
検

査
デ
ー
タ
の
ほ
か
、
本
人
の

思
い
（
Ａ
Ｃ
Ｐ
）
も
書
き
込

ん
で
い
い
」。

　
同
協
議
会
が
進
め
る
あ
ん

し
ん
お
薬
手
帳
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

へ
期
待
を
示
す
と
と
も
に
、

「
生
活
習
慣
病
の
早
期
介
入

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
テ
ー

ジ
に
応
じ
た
連
続
性
あ
る
シ

ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
、
地
域

の
医
療
介
護
従
事
者
で
情
報

が
共
有
さ
れ
る
こ
と
が
大
切

だ
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

　
三
木
氏
の
ほ
か
、
八
尾
市

立
病
院
（
大
坂
府
）
の
小
枝

伸
行
事
務
局
次
長
が
「
八
尾

市
立
病
院
に
お
け
る
地
域
医

療
連
携
シ
ス
テ
ム
の
現
状
と

課
題
」
を
講
演
し
た
。


